
影響の分析・保全措置・モニタリング等の共通の考え方（順応的管理）

影響の分析

資料１ー２別紙１

保全措置

回避・低減措置

代償措置

施工開始前の
保全措置

施工開始前の
モニタリング

・高速長尺先進ボーリング
による正確な断層位置の
特定

現時点で使用可能なデータ

施工開始後のモニタリング

モニタリング

影響の予測（施工開始前）

十分な効果が
ない場合

比較

・現地調査結果、シミュレーション結果など 総合的に検討

効果を
確認

・バックグラウンドデータ
の収集

・施工による影響の有無を確認
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※１ 順応的管理：不確実性の高いものに対し、評価（現状把握）とフィードバックを繰り返し、状況に合わせて適宜追加の対策を講じることに主眼を置いたリスク管理の考え方。
（「道路環境影響評価の技術手法「13．動物、植物、生態系」における環境保全のための取り組みに関する事例集（平成27 年度版）」、国土技術政策総合研究所）

※２ ステークホルダーとの双方向のコミュニケーションや第三者によるフォローアップを適切に実施することが重要。

影響の分析・評価（施工開始後）
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